
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

金沢市家庭教育支援チーム 

（呼称：劇団｢棒読み座｣） 

 URL：http://bouyomiza.exblog.jp/ 

 

②活動拠点  金沢市教育プラザ富樫 ・ 金沢市長土塀青少年交流センター 

③活動範囲 

金沢市・野々市市・白山市・川北町・能美市・内灘町・津幡町・かほく市内の 

幼稚園･保育所や小中学校及び市内全域の公民館・いしかわ子ども交流セ

ンターなど 

④組織体制 

   14   人 

石川県子育てサポーターリーダー ２人、元教員 1 人、民生委員 ２人、 

歯科医師 1 人、自営業 ２人、企業経営者、主婦、小中 PTA 会長・副会長

経験者などが中心メンバー 

⑤活動開始年度 平成１３年度（平成１３年６月結成） 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 金沢市教育委員会 生涯学習課 

（TEL）:076-220-2441（直）、FAX:076-220-2488 

（E-mail）syougaku@city.kanazawa.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子どもを持つ保護者に対する「出前ワーク ショップ」活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・子育てに関した保護者対象のワークショップ 

地域や家庭教育学級・保護者会の要望に沿ってカリキュラムを作成し、

http://bouyomiza.exblog.jp/


テーマの寸劇を見せてのち、ワークショップを通じて子育ての状況を考えて

もらう研修講座として、終盤には、グループ毎に発表をして頂き、悩みごと

の共有化と親同士の連帯感を得て、総括とする。 

 

・大学生を対象にした演劇ワークショップ 

金沢にある北陸学院大学の 1・２年生を対象にした演劇 ワークショップ

の実施。 

実施回数は年３回実施（現在は休止中）。 

 

・金沢市子ども週間での親子向け創作演劇の上演 

毎年１０月に実施される金沢市子ども週間「絆フェアー」のイベントに、親

子（年長児童・小学生）が一緒に鑑賞できる創作劇を上演。 

作品数は続編も含めて 18 作に上る。（1 作未発表含む） 

毎回アンケートを記入して頂き、自分達の劇を分析して常に進化させて

いる。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

【受講者アンケートの分析による】 

・毎年の事象に応じた家庭問題や子育て課題をテーマに受講者の要望に沿

ったワークショップとして展開しているので受講者からは好評を得ている。 

・将来、教育に関わる職業に就きたい意欲を持って学んでいる大学生たち

のコミュニケーション能力のスキルアップに繋がるということで、毎年受講

者が増え、令和元年度は 20 名の受講者募集枠となった。（令和 2 年度よ

り、（COVID-19）感染症の対策の為に講義休講中） 

・創作劇は、特に子どもたちに好評で、観劇の間は子どもたち自身も集中し

て見ており、1 日 2 回の公演に 200 名を超える観客（親子）が楽しみ学んで

くれている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                            ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

（金沢子ども週間フェスティバルにて演劇上演→金沢市より謝礼、家庭教育サポーター研

修会講師→金沢市より謝礼など） 

 


